例３　専修学校、各種学校学則

｛　｝内各種学校
○○学校学則（例）

第１章　総則

（目的）

第１条　本校は、中学校（高等学校）における教育の基礎の上に○○技術者に必要な能力を育成するとともに○○に関する（専門）教育を施し、あわせて生徒の教養を深め人格を高めることを目的とする。

（注）分野又は学科を明らかにすること。

（名称）

第２条　本校は、○○○○学校という。

（位置）

第３条　本校の位置は、○○市○○町○○番地に置く。

第２章　課程、部科、学科、修業年限、収容定員及び教育課程

（課程、部科、学科、修業年限及び収容定員）

第４条　本校の課程、部科、学科、修業年限及び収容定員は、次のとおりとする。

	課程
	部科
	学科
	修業年限
	収容定員

	
	
	
	
	１年
	２年
	計

	商業実務専門
	昼間部
	○○学科
	
	人

	人

	人


	
	夜間部
	○○学科
	
	
	
	


（教育課程）

第５条　本校の教育課程は次のとおりとする。　　　　　　　　　　　　　　（年間）

	
	課程
	商業実務専門
	商業実務一般

	授業科目
	部科
	昼間部
	夜間部

	
	学科
	○○学科
	○○学科
	○○学科

	教科
	学年
	１年
	２年
	計
	１年
	２年
	計
	１年
	２年
	計


	簿記
	商業簿記
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	工業簿記
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	簿記実習
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


第２章　部科、課程、修業年限、収容定員及び教育課程

（部科、学年、修業年限及び収容定員）

第４条本校の部科、課程、修業年限及び収容定員は次のとおりとする。

	部科
	学科
	修業年限
	収容定員

	
	
	
	１年
	２年
	計

	昼間部
	○○学科
	
	人

	人

	人


	夜間部
	○○学科
	
	
	
	


（教育課程）

第５条　本校の教育課程は次のとおりとする。（年間）

	
	部科
	昼間部
	夜問部

	区分
	課程
	○○課程
	○○課程
	○○課程

	
	学年
	１年
	２年
	計
	１年
	２年
	計
	１年
	２年
	計

	簿記
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	


第３章　学年、学期及び休業日

（学年）

第６条　学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（学期）

第７条　学年を次の３学期に分ける。

第１学期
４月１日～７月３１日

第２学期
８月１日～１２月３１日

第３学期
１月１日～３月３１日

（休業日）

第８条　休業日は次のとおりとする。

（１）国民の祝日に関する法律に規定する日

（２）土曜日及び日曜日

（３）夏季休業

月　　日～　　月　　日

（４）冬季休業

月　　日～　　月　　日

（５）春季休業

月　　日～　　月　　日

（６）開校記念日

（７）その他校長の定めた日

２　教育上必要があり、かつ、やむを得ない事情があるときは、前項にかかわらず、休業日に授業を行うことがある。

３　非常変災その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。

第４章　授業日時数、始業終業の時刻及び教職員組織

（授業日時数）

第９条　本校の授業日時数は次のとおりとする。

	区分
	課程
	商業実務専門
	商業実務一般

	
	部科
	昼間部
	夜間部

	
	学科
	○○学科
	○○学科
	○○学科

	
	学年
	１年
	２年
	１年
	２年
	１年
	２年

	年間授業日数
	日
	日
	日
	日
	日
	日

	１週授業時数
	時間
	時問
	時間
	時間
	時間
	時間

	１週授業日数
	日
	日
	日
	日
	日
	日


（授業日時数）、

第９条本校の授業日時数は次のとおりとする。

	区分
	部科
	昼間部
	夜間部

	
	学科
	○○課程
	○○課程
	○○課程

	
	学年
	１年
	２年
	１年
	２年
	１年
	２年

	年間授業日数
	日
	日
	日
	日
	日
	日

	１週授業時数
	時間
	時問
	時間
	時間
	時間
	時間

	１週授業日数
	日
	日
	日
	日
	日
	日


（始業終業の時刻）

第１０条　本校の始業及び終業の時刻は次のとおりとする。

（１）昼間部
午前　　時～午後　　時

（２）夜間部
午後　　時～午後　　時

２　前項の時刻は季節により多少変更することがある。

（教職員組織）

第１１条　本校に次の教職員をおく。

（１）校長
１名

（２）教員
　名以上

（３）助手
　名以上

（４）事務職員
　名以上

（５）学校医
　名

第５章　入学、退学、休学及び転学

（入学）

第１２条　生徒の入学は毎学年の始めとする。

（入学資格）

第１３条　○○課程の○○科の入学資格は中学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者、○○課程の○○科の入学資格は高等学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した者又はこれに準ずる学力を有する者で、校長が適当と認める者とする。

（入学資格）

第１３条　○○課程の入学資格は中学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力を有する者、○○課程の入学資格はこの学校の○○課程を卒業した者若しくは高等学校卒業生で、校長が適当と認める者とする。

（入学願書）

第１４条　入学志願者は所定の入学願書（別紙１）を校長に提出しなければならない。

（入学者の選抜）

第１５条　校長は、入学志願者に対し、選考を行い、入学者を決定する。

（入学の手続）

第１６条　入学を許可された者は、１０日以内に所定の誓約書（別紙２）を校長に提出しなければならない。

（退学、休学、転学）

第１７条　退学又は休学しようとする者は、退（休）学願（別紙３）を校長に提出し、その許可を得なければならない。

２　転学は原則として認めない。

第６章　学習評価、課程修了の認定及び卒業

（学習評価）

第１８条　学習評価に関する事項は校長が別に定める。

（課程修了の認定）

第１９条　課程修了の認定は、出席時数及び平素の成績等を評価して、校長がこれを定める。

（卒業証書）

第２０条　前条の規定により、生徒が本校所定の課程を修了したと認められるときは、校長は卒業証書（別紙４）を授与する。

第７章　授業料、入学料及びその他の費用徴収

（授業料）

第２１条　各課程の授業料月額は次のとおりとする。

○○課程
円
○○課程
円

２　前項の授業料は出席の有無にかかわらず、その月の○日までに納入しなければならない。ただし、休学が全月にわたる場合はこれを徴収しない。

（入学料）

第２２条　入学を許可された者は、入学料○○円を納入しなければならない。

（その他の費用）

第２３条　生徒は○○の費用として学校へ○○円を納入するものとする。

（既納分の処置）

第２４条　すでに納入した授業料、入学料等は、理由のいかんにかかわらず返還しない。ただし、校長が必要と認めた場合は返還することができる。

第８章　賞罰

（表彰）

第２５条　校長は、学業、人物その他について優秀な生徒を表彰することができる。

（懲戒）

第２６条　校長は、教育上必要があるときは、生徒に懲戒を行うことができる。

２　前項の懲戒は、訓戒、停学及び退学とする。

３　前項の退学は、次の各号の一に該当するものに限る。

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者

（２）学力劣等で、成業の見込みがないと認められる者

（３）正当な理由がなくて、出席常でない者

（４）学校の秩序を乱し、その他生徒としての本分に反した者

第９章　寄宿舎

第２７条　寄宿舎に関する事項は、校長が別に定める。

第１０章　保健診断

第２８条　教職員及び生徒の健康診断は、毎年１回、別に定めるところにより、実施する。

附則

１　この学則は、　年　月　日から施行する。

２　この学則の施行について必要な事項は、校長が別に定める。
（別紙１）

入学願書

年　　月　　日

○○学校長殿

（入学志願者）

氏名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
このたび貴校（○○課程○○科）に入学したいので、許可してください。

１　現住所

（ふりがな）

２　氏　名

（生年月日）

３　最終卒業学校及び卒業年月日

（別紙２）

誓約書

年　　月　　日

○○学校長殿

（本人）

氏名　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
このたび貴校（○○課程○○科）に入学許可されましたから、入学後は学則を固く守り御教訓に従って勉学することを誓います。

（何某）貴校在中にかかる一切の責任は、保証人において引き受けます。

保証人

住　所
氏　名

　　　　 eq \o\ac(○,印)
（　年　月　日生）

（別紙３）

退（休）学届

年　　月　　日

○○学校長様
○○課程○○科

氏名　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
（退学の場合）

の理由により退学させてください。

（休学の場合）

の理由により　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで休学させてください。

（別紙４）

卒業証書

氏名





生年月日

右は本校所定の○○課程を修了したので、ここにこれを証する。


年　　月　　日

○○学校長　　　氏名
第　　号

